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　８月５日、真夏のヒースロー空港に娘と二

人で降り立った。「お兄ちゃんお迎え来てる

かなー。」３ヶ月ぶりの再会に娘の心は逸る

ばかり。

　案の定お迎えは運転手のジョンのみで、私

達が一年ぶりの再会に盛り上がっている所に

「ごめん。バイトの打ち合わせが長引いて。」

とやっと息子が姿を見せた。ここ近年お気に

入りのピカデリー中心地にあるル・メリディ

アンホテルで共に一夜を過ごし、今回の目的

地であるザルツブルグへと向かった。

　ロンドンヒースローから約２時間。夜のガ

トウィック空港は真夏とはいえひんやりと空

気が冷たい。早々に市内のホテルへと向かい、

眠い目を擦りだした娘と共にベッドに潜り込

んだ。いよいよ明日から10日間、世界遺産

でもあるここザルツブルグの街で世界美術博

が開幕する。

　アジアからは唯一実家が参加する事になり、

今回は他の仕事と重なり参加出来ない弟に代

わり通訳を息子が担当する。広い会場には欧

州をはじめ世界各国から、其々の画商や宝石

商が自慢の作品を持って集まっていた。

　日本からの社員二人に息子。そしてこのフ

ェアーのために「ドイツ語の通訳を探して欲

しい。」と弟に頼まれた息子が、友人達の伝

を頼りに面接した６人の中から選んだロンド

ンABC放送勤務のドイツ人アンケさん。こ

の四人で十日間を切り盛りする。

　会場となる大司教宮殿は16世紀に現在の

姿になり、若き日のモーツアルトも演奏を披

露した騎士の間や、ハプスブルク家の肖像画

が飾られた皇帝の間など、多くの部屋からな

る素晴らしい建物である。

　周りの装飾品を傷つけない様に、品の良い

囲いに其々の会社名と本社の所在地が刻まれ

る。「SHIBUNKAKU・KYOTO」と刻

まれたブースを見上げ、「じいじが見たら喜

ばはるやろなー。」と息子が囁いた。思わず

日本で今回の息子の参加を手放しで喜んでい

た父を思い、胸が熱くなった。

　10代で家業を継ぎ、古書と古美術の世界

で70余年の歳月を費やした。幼い頃から我

が家には日曜日という感覚は無く、父親は一

年中仕事をする人だと思っていた。ただ小学

校の参観日は忙しい中、一度も欠かさず来て

くれた。年の近い私達三姉妹が通う小学校へ

の朝の通学も、30分かけて二歳上の姉から

一つ違いの妹の卒業まで、毎日父が運転する

車で送ってくれた。

　どんなに遅く帰宅しても四人の子供部屋を

覗き、頬を撫ぜてくれた。この行為は結婚し

て実家を後にするまで続き、大きくなってか

らは流石に恥ずかしく、よく寝たふりをした。

　躾は厳しく年の離れた弟以外は、朝の食事

の準備と玄関掃除に便所掃除と担当が決まっ

ていて、父の言葉には絶対に「ハイ」と従っ

た。

　母はお手伝いさん教育にも熱心で、10代で

くるお手伝いさんは同じ様にお稽古をして、

お見合いをし嫁入りの準備も手伝って実家か

ら嫁いでいく。

　レセプションがある日は、テスト前であろ

うとお構いなしで父から召集が掛かり、家族

全員参加で手伝いをする。「下がるほど人が

見上げる藤の花」と言われる度に、「耳にた

こ出来るわ。」とふくれた遠い日を思い出す。

　「ママレセプション始まるよー。」娘の声

に思わず我に返る。今夜は世界のVIPが集う

レセプションの日。ザルツブルグ音楽祭に合

わせて欧州をはじめ、一部層の好景気に沸く

ロシアやドバイからもＶＩＰが訪れている。

流石に主催者のお宅に場所を変えて夜が更け

るまで続くレセプションには付き合いきれず、

娘と二人早々にホテルにきりあげた。

　連日11時から７時まで会場に詰める息子

達と別れ、娘と共にザルツブルグ観光を満喫

した。日本人ガイド付きの市内徒歩めぐりを

手始めに、マリオネット観劇やウイーン・フ

ィルハーモニーのプラチナチケットまでゲッ

トした。

　レセプションや鑑賞会用にと着物を準備し

たが荷物の多さに諦めて、急遽セミフォーマ

ルなドレスにしたが、連日鑑賞会に街を行き

交う人々のゴージャスなロングドレスに圧倒

され、苦肉の策で民族衣装の専門店を訪れ、

娘と共に購入したドレスを着て行く事にした。

　娘の大好きな「サウンド・オブ・ミユージ

ック」の舞台でもあるこの街の文化レベルは

高く、毎日が飛ぶように過ぎていく。

　７時前には息子達の会場を訪れ、皆で夕食

に色々な店を訪れた。ザルツブルグでは唯一

の日本人ガイドである小山さん夫婦とも親し

くなり、周辺のザルツカンマーグートやドイ

ツにも小山さんの車で足を伸ばした。

　滞在２日目、ホテル近くの公園で木登りを

して遊んでいると、年も娘と同じぐらいの女

の子がシッターさんと遊びに来ていた。「日

本人なの？」突然話しかけられた娘はただキ

ョトンと頷いている。「私のパパとママはガ

イドしてるの。」その一言から偶然にも小山

夫妻の一人娘のりかちゃんだと分かり、午前

中の一時間余りを共に過ごした。

　後日、この偶然から子供の教育問題にも花

が咲き、ドイツ語と日本語の両立が大変で公

文のプリントをしているだの、娘さんが通う

カトリック系の学校では毎年数名の子供が進

級出来ずにもう一年同じ学年の勉強をするだ

のと聞き、この旅行の為に毎日必死で山の様

な宿題をこなした娘も苦笑いをしている。

　そんな浮かれ気分の私達とは裏腹に、何よ

り商品の売り上げが気になる息子は、毎日が

その事で一杯で売り上げの悪い日は機嫌まで

悪く、日中遊びやショッピングに明け暮れて

いる私と娘は息子のテンションに合わせて高

まった興奮を抑えるのに苦労した。

　努力の甲斐あって、最後の日に大きな売り

上げを決め、心地よく最終日を終えた私達は

ザルツブルグ滞在最後の日、地元人であるア

ンケさんを除いた今回参加の総勢５人で、朝

早くから小山氏運転のバンに乗り込み、ドイ

ツはロマンチック街道にある：ノインシュバ

ーンスタイン城：へ約500kmの小旅行に出

掛け、長かった夏休みも幕を閉じた。

良 

寛 

さ 

ま

―
お
歌
を
拝
し
て
―

　
　
　
　
　
　
　
　
山 

内 

德 

三 

郎

○
　
　
○

正
信
念
仏
偈

　
親
鸞
さ
ま
の
お
書
き
に
な
っ
た
教
行
信
証
と
い
う

　
　
本
の
中
に
あ
る
讃
偈
で
あ
り
ま
す
。

本
願
名
号
正
定
業

　
　
正
定
院
釋
真
德

　
　
俗
名
　
山
内
徳
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹 

白

じ
　
ね
　
ん

ウ
　
タ

○ 

　
○

西
本
願
寺
本
山

院
号
下
附
済

隨
　
筆

 

こ
の
頃
　
出
雲
﨑
に
て

○
垂
乳
根
の
母
が
形
見
と
朝
夕
に

　
　
佐
度
の
島
辺
を
打
ち
見
つ
る
か
も

○
古
に
変
ら
ぬ
も
の
は
有
磯
海
と

　
　
向
い
に
見
ゆ
る
佐
度
の
島
な
り

　
　
　
有
磯
海
＝
日
本
海

○
草
の
庵
に
足
差
し
伸
へ
て
小
山
田
の

　
　
蛙
の
声
を
聞
か
く
し
良
し
も

 
 
 

草
の
庵
に
　
ど
ー
っ
と
足
を
投
げ
出
し
て
見
る
と

 
 
 

聞
く
と
も
な
し
に
聞
こ
え
て
く
る

 
 
 

蛙
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
の
は
何
と
云
う

 
 
 

こ
と
な
し
に
良
い
も
の
で
あ
る
。

○
沖
津
風 

痛
く
な
吹
き
そ
雲
の
浦
は
＝

　
　
我
が
垂
乳
根
の
奥
墨
き
處
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
お
墓
の
在
る
處
と
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
然
法
爾
　
法
爾
自
然

親
鸞
上
人
も
自
然
と
は
自
ら
然
ら
し
む
る
と
い
う

言
葉
で
あ
る
。
と
。

良
寛
に
辭
世
あ
る
か
と
人
問
え
ば

　
南
無
阿
彌
陀
佛
と
い
う
と
答
え
よ 

良
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌
拝
具

コ
ロ

タ 

ラ 

チ 

ネ

イ
ニ
シ
ヘ

ア 

リ 

ソ 

ミオ 

ヤ 

マ 

ダ

ア 

リ 

ソ 

ミ

イ
ホ

カ
エ
ル

カ
エ
ル

イ
ホ
リ

ヨ

ナ

イ
タ

出
雲
﨑
の

浜
は

オ 

ク 

ツ
　 

　 

ド 

コ 

ロ 

○
　 

○
　 

○ 

　
○
　 

○
　
○
　
○ 

○
　 

○
　 

○ 

　
○
　 

○
　
　
○ 

ノ

　筆禍による入獄４回をはじめ数々の
罰金や発禁処分にひるむことなく、風
刺とユーモアに富んだ記事、独特の活
字、カラフルでモダンな挿絵や表紙な
ど、多彩な編集・表現技法を駆使して、
生涯に44タイトルの新聞雑誌を創刊し
た明治期のジャーナリスト宮武外骨。
　本展では、奇想天外な外骨の生涯を
辿りながら、『滑稽新聞』など代表的
な新聞雑誌の展示を通して、ジャーナ
リスト外骨の風刺精神とその編集美学
の魅力を掘り起こします。

奇想の編集者

平成20年11月1日～12月7日

 □開館時間：午前10時～午後5時　

 □休 館 日：月曜日

      　（但し祝日の場合は開館、翌火曜日休館）　

 □入 館 料 ：一般700円(600円)　

　　　　　　 高大生500円(400円)　

　 　　　　　中学生以下無料

        （ ）内は団体10名様以上・前売料金

思 文 閣 美 術 館
〒606-8203　京都市左京区田中関田町2-7　　

TEL.075-751-1777／FAX.075-762-6262

 宮武外骨 　　　　 展 （みやたけがいこつ）

【イベント】 平成20年11月9日　午後2時

　＜対談＞

　   吉野孝雄（本展監修者・外骨研究家）

     南伸坊（イラストレーター）

※要予約　先着100名様


